
令和７年度第２回花巻市文化会館運営審議会会議録 

 

１ 開催日時  令和８年３月２５日（水）午後３時００分～午後４時１０分 

２ 開催場所  花巻市文化会館 第１、２会議室 

３ 出席者 

委員 出席 ７名  

多田貢委員（会長）、佐々木和久委員（副会長）、祓川りみ子委員、 

猿舘祐子委員、本館有子委員、高橋信也委員、佐藤洋子委員、 

欠席 ３名 

菅原美智子委員、菊池房江委員、及川有子委員、 

事務局（花巻市文化会館）６名 

    菅野生涯学習部長、梅原生涯学習課長、伊藤館長、菅副主幹、滝浦上席主査、 

髙橋主任 

４ 議題（審議事項） 

  報告事項 (1)令和７年度花巻市文化会館の運営状況（途中経過）について 

       (2)令和８年度花巻市文化会館の運営方針について 

５ 議事録 

１．開会 

[梅原生涯学習課長] 

ご案内の時間となりましたので始めさせていただきます。本日はお忙しいところお集

まりいただきありがとうございます。 

ただいまから花巻市文化会館運営審議会を開催いたします。 

開会に先立ちまして、この会議の成立要件についてご説明いたします。 

この会議は、花巻市文化会館管理規則第 16 条第 2項の規定により、委員の半数以上の



出席により成立するとされておりますが、1名遅れていらっしゃいますけれども、 

現時点でも 6名いらっしゃいますので、会議が成立していることをご報告申し上げま

す。 

続きまして、資料の確認をさせていただきたいと思います。 

事前に送付している 14ページ両面印刷の資料ですが、8ページと 9ページのグラフを

見やすいようにカラー印刷して机の上に置かせていただいております。 

そのほか、文化会館が発行しているイベントガイドの上半期下半期それぞれ両面印刷

となっている資料を置かせていただいておりますので、ご覧いただければと思いま

す。 

では改めまして次第に沿って、1の開会から始めさせていただきます。 

２．挨拶  

開会にあたりまして、はじめに当審議会の多田会長よりご挨拶をお願いいたします。 

[多田貢会長] 

皆さん大変年度末のお忙しい中お集まりいただきまして、ありがとうございます。 

今年はなんか去年一昨年よりも、ものすごい雪が多い冬でして、2月半ばぐらいまで

はこれどうなることやらと思ったんですけれども、3月に入りましてもう、ほとんど

積雪がない状態っていうかすっかり溶けて、日差しは本当に毎日いい天気で暖かいな

と思うんですけど、まだもうちょっと暖かさがあってもいいんじゃないかなと思いま

すけれども、そういった何かちょっと嬉しいような季節の中で皆さん会議ということ

で、大変ご苦労様でございます。 

年度の締めくくりで、7年度の活動と、あとは 4月からその通り皆さんご存知のよう

に、大きな改修事業ということで、半年間休館して、ゆっくり休んで体力を作ってリ

ニューアルして、またスタートするということでの事業があるということで、これか

ら説明があると思いますけれども皆さんにいろんな形でご審議いただきまして、有意

義な会議にしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

[梅原生涯学習課長] 

ありがとうございました。 

続きまして菅野生涯学習部長よりご挨拶申し上げます。 



[菅野生涯学習部長] 

本日はお忙しい中、会議に参加いただきまして大変ありがとうございます。 

今お話がありましたように、今日は令和 7年度の運営状況と、令和 8 年度の運営方針

について皆様からご意見をいただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいた

します。 

[梅原生涯学習課長] 

ありがとうございました。 

では、議題に入ります前に、会議公開について確認したいと思います。 

花巻市審議会等の会議の公開に関する指針に基づき、本会議を公開してよろしいか伺

います。 

こちらは会議終了後に、本会議の議事録等が市のホームページにて公開されることに

なりますが、公開してもよろしいでしょうか。 

（異議なしの声） 

ありがとうございます。 

それでは異議なしということで、公開することにさせていただきます。 

それでは、議事に入らせていただきます。 

この後の進行につきましては、規則第 15条 2 項の規定により、議長を多田会長にお願

いしたいと存じます。 

よろしくお願いいたします。 

３．議題 

[多田貢会長] 

それでは暫時議長を務めさせていただきますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

では早速議題の方で報告事項を事務局の方からお願いいたします。 

[伊藤生涯学習課長補佐兼文化会館館長] 

--伊藤生涯学習課長補佐兼文化会館館長が説明-- 



[多田貢会長] 

令和 7年度はあと本当に 1 週間ぐらいで終わりになりますけれども、報告を頂戴しま

した。皆さんこれに関してご質問、ご意見はございませんでしょうか。手を挙げて発

言していただければありがたいと思います。よろしくお願いいたします。 

[伊藤生涯学習課長補佐兼文化会館館長] 

菊池房江委員からファクスをいただいて、本日欠席されるということで資料を事前に

送付したところでしたけれども、お返事というかご意見という形でメッセージを預か

っているので読ませていただきます。 

―以下ファクス文面― 

施設稼働率も順調に推移し、一般鑑賞事業展開も団体鑑賞は他の市町村では見られな

い、小学校低学年小学校高学年中学校そして市内高校、いずれも継続事業として、長

い歳月にわたり実施されていることは、自他ともに高い評価をいただけると思ってい

ます。 

芸術文化には生きる勇気や希望の光を与える力があります。 

幼少のころから日常生活の中で自然に慣れ親しむ環境があることが、どれだけ大切な

ものかということが、大勢の方に理解して楽しんでいただきたいと願っています。 

この会館の果たす役目は子供たちと地域を繋ぐ温かい絆を育む大切な場所にもなって

います。 

建物の老朽化には、年次計画で補修を施し、また利便性向上に向けて知恵を出し合

い、花巻市の核となる施設存続のために努力していかなければならないと考えていま

す。                             菊池房江 

[多田貢会長] 

皆さんからは、何かございませんでしょうか。 

佐藤委員、どうぞ。 

[佐藤洋子委員] 

改めまして楽屋棟のモニター更新ありがとうございました。 

ちょっと今思ったんですけれども大駐車場の利用料のところの乗用車の台数ですが、 



実は婦人団体もたまに使ってるんですよね。例えば、消防関係で、婦人消防で遠くに

行くときに、できるだけ西側に駐車するようにって言うようにして、10台ぐらいと

か。それから研修会でいうと、やはり集合場所を文化会館にするために、何台かとめ

ているんですが、1回も文化会館に届けたことがないんですね。届けることになって

いるんですね。 

[伊藤生涯学習課長補佐兼文化会館館長] 

届けていただきたいところです。文化会館からも周知することにします。 

[佐藤洋子委員] 

婦人団体主催の映画会は１日満車の状態で使っているんですね。 

[伊藤生涯学習課長補佐兼文化会館館長] 

こちらの催事での駐車場で満杯になることもありますので、駐車場だけ借りたいとう

団体の方はお断りしなければならないこともあり、利用調整が必要になってくるんで

すね。 

婦人団体主催の映画会は文化会館を使っていただいているので大丈夫です。 

文化会館の施設利用者が使っているのに、施設を使わない方が無断で駐車場だけ利用

されるのはちょっと困るので、ということです。 

[佐藤洋子委員] 

次回からは届けるようにしたいと思います。 

[多田貢会長] 

私からも意見なのですが、去年文化会館が開館して 50 周年、50年経ちました。 

改修がはじまった 3年前の時点で、文化会館を大々的に改修するとか新築することで

はなく、しばらく頑張って働いてもらいましょうということで、これからの改修とか

色々ありますが、やっぱり 50 年で去年やった文化会館の事業の 50 周年のイベントで

千住兄妹とか、市民劇場さんが第 50 回とか、そういう形だったんですけどもやっぱり

50 年の節目というか、大きいものではなかったのかなと思います。 

イベントの数がどうのこうのとか 50 周年で古くなっていることを言ってもう裏返しに

なるので、あんまり「50 年たった」「50年たった」ってことでもないと思うんですけ

どやっぱり 50 年間、その使命を果たしてきたという文化会館の役割っていうのを、も



うちょっとちゃんと再認識した方がいいのかなと思います。別に 50 年だからってイベ

ントを打つことではなくて、去年とか一昨年の計画の中での話をすべきだということ

だとは思うんですけれども、私が高校 3年生のときに開館して、それから 50 年という

ことでずっとなんか一緒にあの年をとってきたような気がする中で、いろんな経験を

させてもらいました。 

本当に楽しいことや素晴らしいものを見たり、いろんなことをさせてもらいました。 

文化会館の 50 年間というものに関して、やっぱり何かこれからでもいいと思うんです

けれども、そういったものを歩みというものをやっぱり再認識できるような形を取れ

ればなと思います。今度のリニューアルでかなり綺麗になって、50 年のことを思い出

すようなことにもなるのかなと思います。 

[多田貢会長] 

他にございませんか。 

なければこの報告事項を全部了解したということでよろしくお願いいたします。 

 

次は審議事項ですので令和初めの花巻市文化会館の運営方針について資料 11 ページお

願いします。 

[伊藤生涯学習課長補佐兼文化会館館長] 

--伊藤生涯学習課長補佐兼文化会館館長が説明-- 

[多田貢会長] 

以上令和 8年度の部分になりますけれども、これに関して皆さんご意見ご質問等ござ

いますでしょうか？ 

[佐々木和久副会長] 

昨年、文化会館の休館に伴って、市民芸術祭関係でなはんプラザの方で受け入れると

いう要望が出た件なんですけど、だいぶ決まりまして今月 3 件分、4月のお茶会、ム

ジチーレン、写真展の 3件をもう申請受け付けましたので、これについては対応可能

になりました、ということの報告と、その修繕の話で恐縮なんですけど、なはんプラ

ザのほうもですね、空調の改修の予定がすごく延びて延びて、来年の 1月ぐらいから

っていう話だったのが、2月 15 日からに延びてますが、さらに延びる可能性がある



と。要するに計画的に年度後半のこの時期でも決められない状態で、補正予算の中で

やるっていう話がでまして、なぜ実施設計までやったのになと思いつつ、後に後に延

びていまして大体 1ヶ月から 1ヶ月半の見込みなので、ひょっとすると 2月の中旬か

ら 4月いっぱいかかる可能性がありますというアナウンスです。もしかするとその辺

こちらでは対応できないので、文化会館の方がいいっていうふうになるかも知れない

ですが、市民劇場もあるのでね、2 月はその期間はちょっとさすがにこれは無理だろ

うなという感じですけど、3月は多分大丈夫なんじゃないかなと思っていました。 

多分フロアごとに工事する形にはなるので、もしかすると例えば 3 階が OK だったら 3

階開けるとか、2階までは行けるから 2階も開けるとかいう可能性もありますけれど

も、そういった形でちょっとご不便をかける可能性があるので、その期間内は積極的

に文化会館をご利用いただければなと思っております。 

プレイガイドについては、引き続き受け付けますので大丈夫です。 

[多田貢会長] 

あとはご質問等ご意見よろしいでしょうか？ 

10 月まで休むのだから、開館期間 5 ヶ月のなかで、なはんプラザの利用がギリギリ 1

ヶ月ぐらいしかないなかでの催事調整はしていただいています。 

[佐々木和久副会長] 

この文化会館運営審議会は 7月 8月ぐらいに開催していると思うんですけど、やっぱ

り休館中の開催ですか。 

[伊藤生涯学習課長補佐兼文化会館館長] 

相談することになると思います。例年通りの開催だと、ご報告する事業がクロマニヨ

ンズだけで、まず審議もするものがないんですね。必ずしも 2回という設定ではない

ので、ここは集約してできるのかなと思いますが協議させてください。 

[梅原生涯学習課長] 

工事をしてカーペットも綺麗になりますし、トイレも改修しますので、（完成後）委員

の皆さんに見ていただくことも考えたいです。 

[伊藤生涯学習課長補佐兼文化会館館長] 

そう言った見学の機会を設けことは可能と思います。 



10 月 29 日の再開までに、引き渡し後の調整メンテナンスが 1 ヶ月かかる予定です。 

こけら落としが市民芸術祭であり、それに関わっている方々については改修後を最速

でご覧になられるかなと思っています。 

その際は、運営協議審議会の開催については、今まで通りではなく、少し審議してい

ただきたい内容をこちらでも詰めさせていただいて、ご相談したいと思います。 

[多田貢会長] 

あとはございませんか。 

[本館有子委員] 

私の舞台人としてはこの予算にはないようですけども、舞台にちょっとツヤ出しして

いただきたいなっていう。舞台の滑りが悪いんです。 

舞台人としては、「ただ踊ればいい」というのではなくて、「舞台で綺麗に見せていき

たいな」と思うので舞台のツヤ出しはやっていただきたいなと思うんですけど、この

予算にはないようなので、踊りはちょっとともかくなんですけどももう少し綺麗な舞

台でやりたいなっていうのが舞台人としての気持ちです。 

改修っていうことなので、できれば舞台の部分も少し綺麗にしていただきたいなとい

うのがお願いです。 

[伊藤生涯学習課長補佐兼文化会館館長] 

私のほうから少し解説させていただきます。 

我々の方でも様々な修繕を計画しています。資料にあります通り、まずすごく多額の

お金を用意して休館をして、いろいろなその安全に今後 30年長寿命化計画に沿って使

っていく施設ですので、それに必要なための改修なのであるっていうことがまず前提

にあり、そのほかの部分も順番順番に実は見ておりまして、大ホール床の問題も認識

しており直してほしい、っていうところの気持ちは本当にわかります。見れば見るほ

ど傷があることも承知しております、検討させてください。 

[多田貢会長] 

結局同じ舞台を使うということでも踊りの方の使い方と、音楽の方の使い方と、あと

芝居の方の使い方と、若干変わるんですよね。舞台の床面に対する思い、あの別に現

場に新舞踊がどうのこうのってことじゃなくて、音楽やるときでも、地がすりを張っ



て釘打ったりとか、いろんなことをしちゃうんですよ。 

踊りの方にとってはそんな無茶な、というかもしれませんがちゃんとリノリウム敷い

たりとか、所作台を出すとかっていう格好でなかなか一概に…言い方悪いかもしれま

せんが、綺麗にツルツルになっていれば、逆に「おっかない」っていう使い方する人

たちもいる。「おっかない」というのは危険で滑って止まらないとか、走り回れないと

か。 

でもやっぱり綺麗な方がいいですよ。ですけどもただ、片っぽに細工しちゃうってい

うか、綺麗にしちゃうと、片っぽの方で別だとかっていうのを「多目的な舞台」って

いう部分がありますので、それはものすごい複合性がからむので、「検討しない」じゃ

なくてですよ。 

検討してもらうのにはそういう要素までわかって、検討してもらいたいと。 

ただ、回り舞台とセリのその後始末というか、もう使わないように、あそこの養生は

完璧にしてほしいと思います。 

ヒール履いた方がそこにはまって抜けなかった、演奏してるときに駄目にしちゃうと

か、そういうこともあります。それはちゃんとそういう養生はちゃんとして欲しいと

思います。 

[多田貢会長] 

それから私の方から一つ。何年何回か前にもバリアフリー化で、出演者に対するバリ

アフリー化っていうのをお考えいただけませんでしょうかっていう話をここで話が出

た記憶があります。 

今すぐ直してくださいではなくて、やっぱりそういうのは計画に乗せていただきたい

なと思いますけど、不自由な方がステージに上がる際に、どういうルートでどういう

格好でやってくるのがいいか。 

あとは楽屋口からも、どういうふうな入り方ができるのかっていう、バリアフリー化

っていうのは、客席だけじゃなくてその車椅子席とかだけじゃなくて、ステージの出

演者側の方もちょっと検討して、計画に載せていただければと思います。 

[伊藤生涯学習課長補佐兼文化会館館長] 

私も懸念しています。 

なかなか本館の方はこうやって計画立てて、楽屋棟の計画も実はあるんです。 



楽屋棟の改修計画も検討しておりまして、そちらの順番待ちといったところもあって

ですね、なかなかはっきりとお話できないんですけれども、こちらがそのバリアがあ

るという認識は持っておりますし、やはりですねそういった障がい者だけじゃなくて

重い荷物を運んだり、いろんなユーティリティでも非常にあの段差というものが、あ

の通路の狭さというものが障壁になっているということは運用上も結構感じていると

ころですので、そういった動線がどなたでもどんなときでも使いやすくなれるような

形で検討してまいります。 

[多田貢会長] 

その他には皆さんからはありませんか。 

それでは審議事項の運営方針について終わります。 

議事は以上です。では議長を降りさせていただきます。 

４．閉会 

[梅原生涯学習課長] 

多田会長ありがとうございました。 

それでは次第の 5 その他でございます。 

事務局では特に準備しておりませんが、皆様からご意見がございますでしょうか。 

[高橋信也委員] 

今までは何とも思わなかったんですけど、今年資料が非常に文字が小さくて見づら

い。 

今までは何とも思わなかったですけど、今年はとても見えないので、もうちょっと大

きい字でください。 

[伊藤生涯学習課長補佐兼文化会館館長] 

はい。わかりました。 

[多田貢会長] 

宮沢賢治生誕 130 年っていうのを市をあげてっていう言い方は悪いのかな、担当課だ

けじゃなくて賢治記念館とか賢治まちづくり課だけじゃなくて、花巻市として賢治生

誕 130 年のイメージにするかどうか、ということまで含めて、ちょっとその文化会館



もその生誕 130 年それは賢治のものをやれとか、賢治のことをやれではなくて、やっ

ぱり賢治生誕 130 年で、花巻では芸術文化、賢治の愛した芸術文化を表現している場

所ですよ、とまして文化会館は農学校跡地ですよということもありますから、その文

化会館の存在そのものをイメージアップというか、賢治生誕 130 年の年に勤務地であ

る農学校だし、菩提寺も近いので花巻市文化会館ではこういう文化の香りすることを

やってますよっていうイメージを出した方が、休んでるんだけどもそんなに休んでる

の後半にわっと周知させて、4月からそういうスタートじゃなくていいじゃないです

かちょうど。だから、秋口の 10 月から文化会館はこういうところですよっていう、そ

ういった部分で、何かにつけて、賢治生誕 130 年、っていうことでそういうイメージ

アップを図っていくっていう方向もせっかくなので考えたほうが良いと思います。 

[菅野生涯学習部長] 

昨日担当には話したんですけれども、賢治まちづくり課でやる事業となると限られて

きますので、やはり市を上げていろいろなところでも事業やってますし、市だけでは

なく民間さんでもやっていますので、何か統一して賢治生誕 130 年でやってますよと

いうものを PR する形を作りましょうという話はしてましたので、文化会館はどうする

かっていうのはありますけれども、そういった形で臨めればという話はしておりまし

た。 

[梅原生涯学習課長] 

そのほかご意見はありませんか。 

（なしという声） 

以上をもちまして第 2回花巻市文化会館運営審議会を閉会いたします。 

皆様本日は大変ありがとうございました。 

 


